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　八重山毎日新聞の2019年 3月 27日付記事です。



　ここで中山市長が語った「特攻隊の方々が、命をかけて守ったものを私たちの世代でも

守っていくことが大切だ」とは、何を意味するのでしょうか？

　特攻隊への思いはさまざまだとしても、胴体に爆弾をつけた飛行機で、若いパイロット

たちを敵艦に突入させる「生還率ゼロ」の戦法が、本来あってはならないもので、それを

も避けられなくするような戦争は、もう二度と繰り返してはならない、ということについ

ては、ほとんどの人が一致しているのではないでしょうか。でも、中山市長は、ちょっと

違うようです。

　「命をかけて守ったもの」とは、何でしょう？

　特攻隊長として24歳の若さで慶良間の海に散った伊舎堂用久さんの願いは、父母の島

を守りたいということだったかもしれません。しかし、それは叶いませんでした。

　先島諸島の特攻機発進基地を潰す任務を帯びたイギリス軍とアメリカ軍の艦隊によって、

島は、軍用飛行場を中心に、激しい空爆と艦砲射撃を受け、多くの人命を失いました。そ

の上、特攻基地の島への敵軍上陸は必至と見た陸軍の軍命によって、住民がマラリア有病

地に強制疎開させられ、3000人もの方が命を落としました。特攻基地の存在が、島を英

米軍の標的にしたのです。

　それでもなお「守ったもの」があるとすれば、それは、「国」あるいは「国体」以外に

は考えられません。

　では、それを「私たちの世代でも守っていくことが大切だ」とは、どういうことか？

　中山さんの日頃の発言からすれば、それは、軍艦攻撃用のミサイル（地対艦ミサイル）

を置く陸上自衛隊の基地を受け入れるということでしょう。

　このミサイルは、「現代版無人特攻機」です。島から発進して、海面すれすれに飛び、

200㎞も先の相手の軍艦を捕捉・追跡・体当たりして爆発・破壊する兵器なのですから。

　こういうミサイルを置けば、有事には、相手はその基地を潰そうと大量のミサイルを撃

ち込んできます。それは、八重山戦の教訓が示すことです。逃げ場のない島で、多くの人

が命を落とし、暮らしも、自然も、惨憺たる姿に変わるでしょう。

　それを覚悟で国を守るのが私たちの世代でも大切、なのでしょうか？

　それよりも、非武装の島を保ち、外交と交流の力で紛争問題を解決する方が、ずっと安

全だし、若くして散っていったパイロットたちの思いにこたえる道でもあるのではないで

しょうか。


